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を
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よ
う

●休日窓口を開設します
●税の申告はお忘れなく
●多文化共生フォーラム＆交流会
●募集　彦根城石垣探検隊　
●彦根市学校給食センターが完成
●「新修彦根市史（第4巻）」発売と写真展
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どうして選挙に
　　行くことが大事なの？

セ
ン
キ
ョ
？
せ
ん
き
ょ
！ 

み
ん
な
で 

選
挙

 

を
考
え
よ
う

投票するためには投票所に出向かなければならないし、誰に投票するか
考えないといけないので、「面倒だ」と思う人もいるかもしれません。

しかし、選挙は私たちの社会や生活を良くするためには欠かせないもの
です。選挙の大切さについて、選挙管理委員会事務局職員がお伝えします。
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　私たちは、誰もが快適で安心できる暮らし
をしたいと思っています。しかし、こうした
思いや願いを実現するために、例えば、国民
が一堂に集まって話し合いをしていくこと
は、時間や場所、話し合いの進め方などのこ
とを考えると非常に大変です。
　そこで、選挙を通して代表者を選び、私た
ちの代わりに国や自治体の政治を行ってもら
うことにしているのです。

そもそも選挙って
何なんでしょう？

「税金の使い道を
考える人」を選ぶ

情報を集める
手段はいろいろ

民主主義の
ために

１

２

３

４

　あなたが国や滋賀県、彦根市に納
めている税金、その使い道を「予算」
という形で決めるのが、選挙で当選
した「国民や住民の代表者」です。
　選挙でしっかりした考えを持つ候
補者を選ぶことで、私たちの貴重な
お金を有意義に使い、国や自治体の
発展にもつなげることができるので
す。

  「誰に投票すればいいかわからない」
そんな人のために、さまざまな方法で
候補者の情報は提供されています。
　選挙が近づくと、各家庭には「選挙
公報」が配られます。また、テレビ・
ラジオでは政見放送が流れます。最近
では、インターネットを使って政策を
訴える候補者もいます。

　日本は国民が主権を持つ民主主義
国家です。
　選挙は、私たち国民や住民が政治
に参加し、主権者としてその意思を
政治に反映させることのできる最も
重要で基本的な機会です。

◀選挙管理委員会事務局 職員

今
回
の
特
集
で
は
、
投
票
率
の

向
上
を
目
指
し
、「
選
挙
」
の
大
切

さ
や
彦
根
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

30-

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

私
た
ち
は
、
家
庭
や
地
域
、
学

校
や
職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

生
活
や
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
の
意
見
を
社
会
に
反

映
さ
せ
て
く
れ
る
、
代
表
者
が
必

要
で
す
。
そ
の
代
表
者
を
選
ぶ
の

が
「
選
挙
」
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、
彦
根
市
で
は
、

選
挙
の
投
票
率
が
低
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
年
代
別
に
み
て
み

る
と
、
特
に
若
い
世
代
の
投
票
率

が
低
い
状
況
で
す
（
グ
ラ
フ
１
）。

ま
た
、
昨
年
12
月
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
（
小
選
挙
区
）
で
の
投
票

率
は
、
50
・
73
％
で
、
滋
賀
県
内

の
市
の
中
で
は
最
も
低
い
状
況
で

し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

選挙？

▼グラフ１　彦根市の年代別投票率

▼グラフ２　滋賀県内投票率

選挙！

グラフ１・２とも昨年
12 月執行の衆議院議員
総選挙（小選挙区）から

特集
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私たち20代の投票率が30％ぐらいと
知って驚きました。何かできることは
ないかと思い、選挙セミナーに参加し
ました。

セミナーでは、毎回違う年代の人と話して、いろいろな意
見を聞くことができるので、とてもいい経験をさせていただ
いています。　　
街頭啓発にも参加する機会があり、ティッシュ配りをしま

した。配る前はなかなか受け取ってもらえないイメージがあ
りましたが、意外ともらっていただくことができました。選
挙に対して関心のある人が意外にたくさんいるのだと感じら
れて嬉しかったです。
20 歳になって初めて投票へ行くとき、最初は不安でした。

シンとした空気の中で候補者の名前を書くのに、とても緊張
したことを覚えています。投票率を上げるためには、実際に
選挙に来る年代の人だけでなく、小中学生などの世代に対し
ても啓発を行っていくことが大切だと思います。

選挙セミナー＆街頭啓発
参加者インタビュー

①
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
で
の

　
期
日
前
投
票

特
集

彦
根
市
で
は
、
投
票
率
の
向
上
を
目
指

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

◀
選
挙
セ
ミ
ナ
ー

投
票
率
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
の
一

▲城北小学校で行った出前講座。実際に開票で使わ
れている機械を使って模擬投票の開票作業を行い
ました。

小川 瑞
み づ

貴
き

さん（小泉町）

小中学生にも啓発を

センキョ ? せんきょ！ みんなで 選挙  を考えよう

将
来
の
有
権
者
で
あ
る
小
中
学
生
へ
の

啓
発
と
し
て
、出
前
講
座
を
行
う
な
ど
、投

票
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
年
層
に
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
大
学
生
に
期
日
前
投

票
の
投
票
立
会
人
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

選
挙
前
の
街
頭
啓
発
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
の
滋
賀
県
知
事
選
挙
か
ら
、

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
に
期
日
前
投
票
所
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
は
「
買
い
物

の
つ
い
で
に
投
票
が
で
き
て
便
利
」
と
好

評
で
す
。

▶
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
に
設
け
た
期
日
前
投
票
所

②
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動

③
選
挙
セ
ミ
ナ
ー

私たちの生活に密接した
彦根市議会や滋賀県議会に
私たちの「代表者」を送り
出す大事な選挙です。棄権
することなく、一票を投じ
ましょう。投票日当日に都
合の悪い人は、期日前投票、
不在者投票をご利用くださ
い。

期日前投票・不在者投票
については、広報ひこね 3
月 15 日号と同時に配布す
る白ばら通信 65 号でお知
らせします。

滋
賀
県
議
会
議
員

一
般
選
挙

４
月
12
日
㈰

彦
根
市
議
会
議
員

一
般
選
挙

４
月
26
日
㈰

行
こ
う
投
票
　
生
か
そ
う
一
票
！

次の選挙から

期日前投票をよりスムーズに！
手続き時間を短縮できます

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ２２

彦
根
市
長　

大
久
保　
貴

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
up!

こ
こ
数
年
、
彦
根
市
は
投
票
率
が
県
内

最
下
位
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や

く
昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
県
内
市

町
最
下
位
は
脱
出
し
ま
し
た
が
、
改
善
し

た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
す
。

関
心
が
な
い
、
投
票
し
て
も
何
も
変
わ

ら
な
い
な
ど
と
の
発
言
を
と
き
ど
き
聞
き

ま
す
の
で
、
我
が
身
を
深
く
恥
じ
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
や
は
り
多
く
の
人
に

投
票
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
と
、
政
治

や
行
政
は
安
定
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

彦
根
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
大
型
商
業

施
設
で
も
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る
な

ど
、
従
前
に
増
し
て
手
軽
に
投
票
で
き
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る
身

近
な
意
思
決
定
は
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
っ

て
方
向
性
が
決
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

を
。

▲投票所入場券裏面の宣誓書 ( ピンクで囲んだ部分）

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ２２

彦
根
市
長　

大
久
保　
貴

意
思
決
定
は

皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
っ
て

環
と
し
て
、「
選
挙
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
11
月
に
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、「
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
投
票
率
向
上
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

次回の選挙から、投票所入場券の裏面に「宣誓書」を印刷します。
この宣誓書は、期日前投票を行うときに、当日、投

票に行けない理由などを書く用紙です。これまでは、
期日前投票所で宣誓書を記入していただいていまし
たが、投票の前に自宅でも記入いただくことができ
ます。

投票日当日に都合の悪い人は期日前投票を活用し、
投票しましょう。
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ご
み
集
積
場
所
な
ど
を
変
更
す
る

場
合
は
、
届
出
を

集
積
箱
や
集
積
場
所
を
変
更
す

る
と
き
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

届
出
が
必
要
で
す
。
収
集
業
務
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
同
セ
ン
タ
ー

と
事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

交
通
災
害
共
済
へ
の

加
入
申
込
開
始

口市
生
活
環
境
課

３
月
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
滋

賀
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加

入
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

加
入
者
が
交
通
事
故
で
け
が
を

し
て
、
病
院
で
治
療
を
受
け
た
場

合
、
治
療
の
日
数
（
病
院
に
通
っ
た

日
数
）
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

掛
金　

一
人
５
０
０
円

有
効
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日
（
４
月
１
日
以
降
に

加
入
し
た
場
合
は
、
入
金
日
の
翌
日

か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
）

申
込
窓
口

▼

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

支
所
、
各
出
張
所

▼
各
金
融
機
関
（
滋
賀
銀
行
、
関
西

ア
ー
バ
ン
銀
行
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、滋

賀
中
央
信
用
金
庫
、東
び
わ
こ
農
協
）

申
込
方
法　

広
報
ひ
こ
ね
３
月
１

口市
市
民
課

市
民
課
で
は
、
転
入
・
転
出
・
転
居
に
よ

る
住
民
異
動
が
多
い
３
・
４
月
に
、
休
日
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日　

３
月
22
日
㈰
、
同
28
日
㈯
、
同
29
日

㈰
、
４
月
５
日
㈰

開
設
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

内
容　

▼
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
発
行

▼
転
入
届
や
転
出
届
、
転
居
届
な
ど
住
民
異
動

届
の
受
付

▼
戸
籍
届
の
受
付

　
（
受
付
の
み
で
受
理
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
印
鑑
登
録
の
受
付
と
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
申
請

※
海
外
か
ら
の
転
入
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
転
入
な
ど
は
、
他
市
町
村
な
ど

と
連
携
が
必
要
な
た
め
、
取
り
扱
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
届
出
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

３
・
４
月
は

窓
口
が
混
雑
し
ま
す

３
・
４
月
の
月
曜
日
と
金
曜
日
は
、
特
に
混

雑
が
予
想
さ
れ
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
他
の
曜
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
は
、午
後

７
時
ま
で
業
務
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。（
市

民
課
、
保
険
年
金
課
、
保
険
料
課
、
税
務
課
、
納
税
課
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎
30-

６
１
１
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

彦
根
税
務
署

口市
税
務
課

申
告
は
お
早
め
に

▼
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
期
限　

　

３
月
16
日
㈪

▼
市
・
県
民
税
の
申
告
期
限　

　

３
月
16
日
㈪

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

　

期
限　

　

３
月
31
日
㈫

期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
会

場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
郵

送
に
よ
る
申
告
も
で
き
ま
す
。

消
費
税
申
告
の
相
談
に
は
、
決

算
書
・
収
支
内
訳
書
の
控
え
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
の

場
合
で
も
、
所
得
控
除
の
追
加
を

す
る
人
や
、
扶
養
親
族
と
し
て
申

告
さ
れ
な
い
人
な
ど
は
、
市
・
県

民
税
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
の
対
象
親
族
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
前
年
末
ま
た
は
死
亡
日
時
点
で

同
じ
生
計
で
、
合
計
所
得
金
額

が
38
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

●
控
除
対
象
者
が
重
複
し
て
い
な

い
こ
と

誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
訂
正
の

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
税
を

▼
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
の
納
付
期
限

　

３
月
16
日
㈪

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
納
付
期
限　

　

３
月
31
日
㈫

　

期
限
内
に
納
税
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
年

９
・
１
％
（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
２
か

月
は
２
・
８
％
）
の
割
合
で
延
滞
税

の
納
付
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

　

振
替
納
税
の
場
合
の
納
付
日　

　
（
口
座
引
落
日
）

▼
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

４
月
20
日
㈪

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方

消
費
税　

　

４
月
23
日
㈭

　

納
税
に
は
、
安
全
で
確
実
な
金

融
機
関
か
ら
の
振
替
納
税
制
度
の

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

休日窓口を開設します
３月22日㈰、同28日㈯、同29日㈰、４月5日㈰　各日とも8：30〜 12：00

問
い
合
わ
せ
先

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
・
消
費
税
に
つ
い
て

彦
根
税
務
署
☎
22-

７
６
４

０
番
（
自
動
音
声
案
内
）

市
・
県
民
税
に
つ
い
て　

税
務
課
市
民
税
係
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

平
成
27
年
度

ご
み
等
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
「
平
成
27
年
度
ご
み
等
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
広
報
ひ
こ
ね

３
月
１
日
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。
大
切
に
保
管
し
て
活
用
く
だ

さ
い
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
、

生
活
環

境
課
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各

出
張
所
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
３
月
下
旬
か
ら
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

日
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
加
入

申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
書
い

て
、
掛
金
を
添
え
て
申
込
窓
口

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
見
舞
金

の
金
額
や
対
象
に
な
る
事
故
は
、

加
入
申
込
書
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

認
定
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た

荒
神
山
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

口市
都
市
計
画
課

昨
年
12
月
か
ら
、
荒
神
山
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
が
（
公

社
）
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
の
認
定
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
内
容　

32
ホ
ー
ル（
８
ホ
ー
ル

×
４
コ
ー
ス
）

施
設
の
利
用
方
法
や
料
金
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・
技
研
特

別
共
同
体
（
荒
神
山
公
園
管
理
事

務
所
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

１
５
９

９
番　

持ち物
▶転出証明書（旧住所の市区町村で発行）
▶窓口に来られる人の本人確認書類（※）
▶窓口に来られる人と同一世帯でない人の転入届は、委任
状が必要
※住民基本台帳カードを持っている人は、特例による転入
届ができますが、前住所での転出届が必要です。
▶窓口に来られる人の本人確認書類（※）
▶窓口に来られる人と同一世帯でない人の転居届は、委任
状が必要
▶国民健康保険被保険者証（加入している人のみ）
▶介護保険被保険者証（加入している人のみ）
▶写真付き住民基本台帳カード（持っている人のみ）
▶窓口に来られる人の本人確認書類（※）
▶窓口に来られる人と同一世帯でない人の転出届は、委任
状が必要
▶印鑑登録証（登録している人のみ）
▶国民健康保険被保険者証（加入している人のみ）
▶介護保険被保険者証（加入している人のみ）
▶後期高齢者医療被保険者証（該当する人のみ）
▶住民基本台帳カード（持っている人のみ）

種類

転入届

転居届

転出届

どんなときに必要か

他の市区町村や
国外から彦根市に
引っ越したとき

彦根市内で
引っ越したとき

彦根市から他の
市区町村や国外に
引っ越すとき

届出期間

新住所に
住み始めた日
から14日以内

新住所に
住み始めた日
から14日以内

転出（予定）日の
およそ14日前
から転出後14
日以内

注意点　◆国外からの転入は、転出証明書の代わりにパスポート、戸籍の附票（本籍が彦根市でない人のみ）が必要
　　　　◆親族でない人が、転入または転居により同一世帯になるときは、世帯主の同意が必要
※窓口に来られる人の本人確認ができる書類
①運転免許証、写真付き住民基本台帳カード、パスポート、身体障害者手帳など、官公署が発行した書類（写
真付き）のいずれか１点
②ア【健康保険証、介護保険証、住民基本台帳カード（写真なし）、印鑑登録証など】のいずれか２点
　イ【学生証、法人が発行した身分証明書など】のいずれか１点と上記アのいずれか１点　
いずれもお持ちでない場合は、確認のため、本人へ届出があったことを通知します。
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意見の件数　　　　　　　　  4 件
案の修正を行うもの　　　　  0 件
案の修正を行わないもの　　  1 件
その他（公募対象以外の意見）　  ３件
問い合わせ先　 まちづくり推進室

☎ 30-6117、FAX22-1398

美しいひこね創造条例の一部を
改正する条例（素案）

意見の件数　　　　　　　　  2 件
案の修正を行うもの　　　　  0 件
案の修正を行わないもの　　  2 件

問い合わせ先　 都市計画課景観・
まちなみ保全室☎ 30-6124、
FAX24-8517

彦根市屋外広告物条例（素案）

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　  0 件

問い合わせ先　 介護福祉課☎ 23-
9660、FAX26-1768

（仮称）彦根市指定介護予防支援等の事業の
人員および運営ならびに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例（素案）

意見の件数　　　　　　　　  0 件

問い合わせ先　 介護福祉課☎ 23-
9660、FAX26-1768

（仮称）彦根市地域包括支援センター
の人員および運営に関する基準を定
める条例（素案）

保
険
年
金
課
☎
30-

６
１
３

６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０

番
免
税
軽
油
制
度
延
長
（
見
込
み
）

に
よ
る
免
税
証
交
付
申
請
の

事
前
受
付 

湖
東
納
税
課

３
月
末
で
終
了
と
さ
れ
て
い
た

免
税
軽
油
制
度
は
、
法
案
が
可
決

さ
れ
る
と
３
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

制
度
延
長
後
の
申
請
の
混
雑
を

避
け
て
、
免
税
証
交
付
に
か
か
る

日
数
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
次
の

と
お
り
交
付
申
請
を
事
前
に
受
け

付
け
し
ま
す
。

事
前
受
付
期
限　

３
月
31
日
㈫

場
所　

東
北
部
県
税
事
務
所
湖

東
納
税
課
（
市
役
所
の
北
隣
・
湖

東
合
同
庁
舎
内
）

対
象
者　

平
成
27
年
４
月
に
免
税

軽
油
を
購
入
す
る
予
定
の
人

必
要
書
類
な
ど　

①
免
税
軽
油
使

用
者
証
②
免
税
証
交
付
申
請

書
」（
当
課
に
あ
り
ま
す
）
③
免

税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

（
※
更
新
・
書
換
が
必
要
な
人
の
み
。

当
課
に
あ
り
ま
す
）
④
免
税
軽
油

の
引
取
り
に
係
る
報
告
書
お
よ

び
納
品
書
な
ど
⑤
印
鑑
（
共
同

申
請
者
の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
）

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
部
県
税

事
務
所
湖
東
納
税
課
☎
27-

２

２
０
６
番　

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

口市
保
険
年
金
課

▼
保
険
証
の
更
新

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
保
険
証
は
、
３
月
中
に
送
り

ま
す
。
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

の
で
受
け
取
り
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。
４
月
に
な
っ
て
も
新
し
い

保
険
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
者
が
就
職
し
た
場
合

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
就
職
し
て
勤
務
先
で
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、

保
険
年
金
課
で
国
民
健
康
保
険
か

ら
の
脱
退
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
勤
め
て
い
る
会
社
な
ど
か
ら

市
に
連
絡
が
来
て
、
脱
退
の
手
続

き
が
行
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
就
職
後
の
健
康
保
険
証

（
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、扶
養
家

族
の
保
険
証
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

彦
根
年
金
事
務
所

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
保

傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
障
害
者
福
祉

推
進
会
議
・
専
門
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　　　口市
障
害
福
祉
課

①
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

（
平
成
26
年
度
第
３
回
）

内
容　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
受
け
て
、「
ひ
こ
ね
障
害

者
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
中
間

見
直
し
案
を
審
議
し
ま
す
。

日
時  

３
月
25
日
㈬　

午
後
1
時

30
分
〜
同
３
時
30
分

②
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

専
門
委
員
会
（
平
成
26
年
度
第
５

回
）

内
容　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
受
け
て
、
彦
根
市
障
害

福
祉
計
画
案
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

日
時　

３
月
20
日
㈮　

午
後
1
時

30
分
〜
同
３
時
30
分

場
所　

①
・
②
い
ず
れ
も
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
多
目

的
室

そ
の
他　

傍
聴
席
は
10
席
程
度
で
、

春から通学にバスを利用しましょう
皆さんにぴったりの通学方法は何でしょうか。
徒歩や自転車は、天候に左右されて交通事故のリス

クが高まります。また、家族が運転する車の送迎は、到
着時間に間に合うように急いだり、家族の時間を制約
したりしてさまざまな負担をかけます。一方、バスは
決まった時間に発着して安全
に運行します。

お得な通学定期券を利用し
て、路線バスを交通手段の一
つに入れてみませんか。

高校生限定　乗り放題！
格安バス定期券「青春フリー定期券」　【４月から】
利用可能路線　彦根市・甲良町・多賀町管内の湖国バ

ス路線　※どこの停留所でも乗り降りできます。
購入場所　近江鉄道彦根旅行センター（JR 彦根駅東口　

近江鉄道本社ビル 1 階）

発売期間　利用月の前月 26 日から当月 1 日まで（定
期券の利用期間は毎月 1 日から月末まで。購入時に学生証を
提示）

金額　1 か月 5,000 円（３、６か月もあります）

問い合わせ先　湖東圏域公共交通活性化協議会（ 交通
対策課）☎ 30-6134、FAX24-5211　

　「青春フリー定期券」の問い合わせ　湖国バス㈱彦根
営業所☎ 25-2501

高校生
の皆さ

ん

入
場
は
先
着
順
で
す
。
会
場
で

受
付
簿
に
①
氏
名
②
住
所
③
年

齢
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

注
意
点　

議
事
に
対
し
、
拍
手
な

ど
で
賛
否
な
ど
を
表
明
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
写
真
、
ビ
デ
オ

な
ど
の
撮
影
や
録
音
な
ど
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
な
ど
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

７
６
７
番

平
成
27
年
度

水
質
検
査
計
画
の
公
表

　　　　　

 

口市
大
藪
浄
水
場　

良
質
で
安
全
な
水
道
水
を
供
給

す
る
た
め
に
、
大
藪
浄
水
場
で
は

水
質
検
査
の
項
目
や
回
数
な
ど
を

定
め
た
「
水
質
検
査
計
画
」
に
基

づ
い
て
水
質
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

公
表
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先　

大
藪
浄
水
場

☎
22-

３
３
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
０
９
７
番

農
地
中
間
管
理
機
構
の

地
域
窓
口
の
移
設

口市
農
林
水
産
課

こ
れ
ま
で
滋
賀
県
湖
東
合
同
庁

舎
１
階
（
元
町
）
に
設
置
し
て
い

た
「（
公
財
）
滋
賀
県
農
林
漁
業
担

い
手
育
成
基
金
」
が
行
う
農
地
中

間
管
理
機
構
の
湖
東
地
域
窓
口
を
、

３
月
２
日
㈪
か
ら
、
彦
根
市
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
ひ
こ
ね　

清
崎
町
）
へ
移
設
さ
れ

ま
す
。

同
基
金
は
、
滋
賀
県
知
事
か
ら

滋
賀
県
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し

て
指
定
を
受
け
て
、
農
地
の
出
し

手
と
受
け
手
の
申
出
を
調
整
し
、

農
地
を
担
い
手
へ
公
平
に
集
積
す

る
農
地
中
間
管
理
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番　

滋
賀
県
農

地
中
間
管
理
機
構
湖
東
地
域
窓

口
☎
25-

３
９
１
４
番

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
な

ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
）。ま

た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
人
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番
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桜
の
木
を
保
護
す
る
た
め

の
施
肥
作
業

〈
内
容
〉彦
根
城
の
内
堀
沿
い
に
あ

る
桜
の
樹
勢
回
復
と
景
観
保
持
の

た
め
に
、
施
肥
作
業
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
３
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
〜
（
２
時
間
程
度
）
※
小
雨
決
行　

〈
集
合
場
所
〉彦
根
城
大
手
前
保
存

用
地
（
近
江
高
跡
地
・
金
亀
町
）   
〈
定

員
〉
50
人　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５

８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９

９
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま
で
に

直
接
、
集
合
場
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
荒
天
時
の
実
施
の
有
無
は

石垣の魅力とその構築、修理技術を知ろう！

彦根城石垣探検隊

多文化共生フォーラム
＆交流会

地域で外国人住民と交流を深めている話や、外国人
住民が日常生活で感じた「うれしかったこと」「困っ
たこと」などの話を聞きます。

ともに協力し、いきいきと活躍できる地域づくりを
一緒に考えませんか。

内容
▶第１部　パネルディスカッション「私にできるこ

と〜多文化共生のまちづくり〜」　コーディネー
ター・森雄二郎さん（聖泉大学講師）、パネリスト・臼

うす

杵
き

孝
たかし

さん（川瀬馬場町駅地区自治会お楽しみ会）、宮本カ
ヨさん（市内在住、ブラジル出身）、劉

りゅう

百
ばい

全
ぜん

さん（市内在
住、中国出身）

▶第２部　交流会　
日時　3 月 21 日（土・祝）14：00 〜 16：00
場所　大学サテライト・プラザ彦根（大東町　アル・プ

ラザ彦根 6 階）

定員　30 人（先着順）

費用　無料
申込期間　3 月 2 日㈪〜同 16 日㈪
申込・問い合わせ先　 人権政策課☎ 30-6113、

FAX24-8577 ※電話か FAX で申し込んでくださ
い。

彦
根
城
管
理
事
務
所
（
☎
22-

２
７

４
２
番
）
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

「
育
児
の
こ
と
、
お
母
さ
ん
の

体
の
こ
と
教
え
て
」

〈
内
容
〉
育
児
で
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
（
母
乳
や
こ
ど
も
の
成
長

な
ど
）
や
、
お
母
さ
ん
の
体
の
ケ

ア
な
ど
に
つ
い
て
助
産
師
さ
ん
か

ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。　
〈
日
時
〉

３
月
16
日
㈪　

午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
同
26

年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が

す
、
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
冷

蔵
庫
、
自
転
車
、
照
明
器
具
、
ア

イ
ロ
ン
、
食
器
、
小
物
な
ど
（
壊
れ

て
い
る
も
の
は
、受
付
で
き
ま
せ
ん
。そ

の
他
、
受
付
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
家
電
製
品
は
２
０
０
７
年
以
降
製

造
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
学
生
が
使
用

す
る
た
め
、
一
般
家
庭
で
使
用
す
る
大

き
な
家
具
・
家
電
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）　

〈
回
収
の
受
付
期
限
〉３
月
22
日
㈰　

〈
回
収
方
法
〉①
直
接
持
ち
込
み
②

無
料
出
張
回
収 

（
市
内
限
定
） 〈
申

込
方
法
〉
☎
０
８
０-

３
１
０
１-

１
６
０
８
番
（
空そ

ら

野の

さ
ん
）、☎
０
８

０-

３
８
３
４-

７
１
３
６
番
（
福

原
さ
ん
）、
Ｅ
メ
ー
ル recycle17_

usp@
yahoo.co.jp

（
宮
原
さ
ん
）　

〈
リ
サ
イ
ク
ル
市
開
催
日
時
〉３
月

29
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜　
〈
リ

サ
イ
ク
ル
市
開
催
場
所
〉
滋
賀

県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
（
八
坂

町
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県

立
大
学
環
境
サ
ー
ク
ル
Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
Ｓ
（
リ
ー
フ
ス
）recycle17_

usp@
yahoo.co.jp

（
宮
原
さ
ん
）　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://am

eblo.
jp/leafs555sm

ile/

い
る
保
護
者　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　
〈
申

込
期
間
〉
３
月
３
日
㈫
〜
同
８
日

㈰
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、お
茶
な
ど　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子

ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

し
い
た
け
の
種
菌
打
ち

体
験
学
習
会

〈
内
容
〉
親
子
で
し
い
た
け
の
種

菌
打
ち
や
も
ぎ
取
り
体
験
、
試
食

会
な
ど
自
然
と
触
れ
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

〈
日
時
〉
３
月
21
日

（
土
・
祝
）　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

〈
場
所
〉
荒
神
山
公
園
（
日
夏
町
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
前　
〈
対

小
学
校
低
学
年
向
け

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉 

小
学
校
低
学
年
の
児
童

を
対
象
に
し
た
天
文
講
座
で
す
。

〈
日
時
〉
３
月
22
日
㈰　

午
後
４

時
〜
同
５
時
（
雨
天
決
行
）　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
　

〈
対
象
〉
小
学
１
〜
３
年
生
（
保
護

者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
10
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
３
０
０
円
（
保
護
者
は
無

料
）〈
申
込
開
始
日
〉
３
月
８
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

リ
サ
イ
ク
ル
市
へ
の

家
具
な
ど
の
提
供

〈
趣
旨
〉い
ら
な
く
な
っ
た
家
具
を

無
料
で
回
収
し
、
大
学
の
新
入
生

な
ど
に
提
供
し
ま
す
。
家
具
を
再

利
用
し
、
資
源
の
無
駄
使
い
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。　
〈
取
扱
品
目
〉

ベ
ッ
ド
、
棚
、
こ
た
つ
、
机
、
い

▶
彦
根
城
の
内
堀
沿
い
の
桜
の
根
元
に
肥
料
を
与
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
（
昨
年
の
様
子
）

象
〉
小
学
生
40
人
（
保
護
者
同
伴
）　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
開
始
日
〉

３
月
２
日
㈪
午
前
10
時
〜
（
先
着

順
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

髙
木
・
技
研
特
別
共
同
体
（
荒
神
山

公
園
管
理
事
務
所
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

１
５
９
９
番

彦根城は江戸時代を通して井伊家
が居城として維持管理し、特に石垣
は幕府の許可のもと随時修理が行わ
れていました。現在では、彦根市が
継続的に文化財石垣としての修理を
行っています。

今回は、「構築当初の石垣の魅力」
「江戸時代の石垣構築技術の変遷」
「現代の文化財石垣修理の内容」を文
化財課の学芸員が現地で説明します。

また、これまで伝承（文献史料の中
でも二次史料のみに記載）でしかなかっ
た「佐和山城の部材を彦根城に使用」
という内容を出土瓦と石垣の物的証
拠から証明されたことを発表します。
日　時　3 月 21 日（土・祝）　13：

30 〜 16：00（集合時間 13：00）

集合場所　彦根城博物館正面玄関前
（金亀町）　

定　員　100 人（先着順。小学生は保
護者同伴。現地は高低差があり、足元が
悪い場所があります）

応募期限　3 月 20 日㈮
参加費　100 円（資料・保険代）

応募方法　E メール（推奨）、FAX、
往復はがきで申し込んでください。
往復はがきで申し込む場合、往信
の裏面に、①「『彦根城石垣探検
隊』参加希望」②住所③氏名④電
話番号を、返信の表面に①住所②
氏名をそれぞれ書いて郵送してく
ださい。※すべての申し込みに受
付完了の返信を行います。

申込・問い合わせ先　
   教育委員会文化財課（〒522-

0001　尾末町1-38）☎26-5833、
FAX26-5899 Eメールbunkazai@
mx.hikone.ed.jp



13 2015・3・1 122015・3・1

人
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を

有
す
る
人
が
対
象
で
す
。
登
録
を

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
学
芸
史

料
課
「
古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
期
限
〉３
月
20
日

㈮　
〈
そ
の
他
〉４
月
以
降
に
開
催

す
る
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
日
程
は
未
定
）。
①
〜
③
の

事
業
の
全
て
に
登
録
す
る
こ
と
も
、

い
ず
れ
か
の
事
業
の
み
の
登
録
も

で
き
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館
「
支
援
ス

タ
ッ
フ
」
係
（
土
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
）☎
22-

６
１
０

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番

早春の草花観察会
　早春に芽吹く植物を観察や採取したり、野草
を調理したりして、この時期ならではの春の味
覚を楽しみます。　

日時　3 月 21 日（土・祝）　９：00 〜 13：00
（集合　８：50）　※悪天候の場合は中止するこ
とがあります。　

集合場所　鳥居本地区公民館（鳥居本町）駐車場
持ち物　筆記用具、おにぎりなどの軽食、水筒。

持っていれば剪
せん

定
てい

ばさみ、園芸用スコップ   
定員　30 人（先着順）

費用　100 円　
申込期間　３月 2 日㈪〜同 13 日㈮
その他　動きやすく汚れてもよい服装、履物で

参加してください。　
申込・問い合わせ先　快適環境づくりをすすめ

る会事務局（ 生活環境課内）☎ 30-6116、
FAX27-0395 ●

「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」
会
員

〈
内
容
〉
博
物
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
「
友
の
会
」
に
入
会
し
て
、
歴

史
・
文
化
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。　
〈
年
会
費
〉
一
般
会
員
２
千
円
（
高
校

生
は
千
円
）、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小
・
中
学
生
）

５
０
０
円
、
賛
助
会
員
１
口
以
上
（
１
口
は

１
万
円
）　
〈
入
会
す
る
と
〉
①
会
員
証
の
提

示
で
彦
根
城
博
物
館
の
常
設
展
、
企
画
展
・

テ
ー
マ
展
な
ど
が
観
覧
で
き
ま
す
。
②
「
友

の
会
ニ
ュ
ー
ス
」「
博
物
館
だ
よ
り
」な
ど
が

送
付
さ
れ
ま
す
。 

③
「
友
の
会
」
主
催
の
講

演
会
や
現
地
研
修
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。 

〈
会
員
期
間
〉
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月

31
日　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
城

博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
中
野
さ
ん
）
☎
47-

５
７
８
７
番

彦
根
城
博
物
館
の
講
座

古
文
書
の
み
か
た

〈
内
容
〉
江
戸
時
代
の
彦
根
の
古
文
書
を
テ

キ
ス
ト
に
、
古
文
書
の
読
み
方
を
学
び
ま

す
。　
〈
日
程
〉
６
月
20
日
、７
月
25
日
、８

月
29
日
、
９
月
12
日
、
10
月
17
日
、
11
月
21

介
護
職
員
初
任
者
研
修

〈
内
容
〉
か
つ
て
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
取
得
研
修
に
代
わ
る
研

修
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

知
識
、
技
術
、
心
構
え
を
習
得
で

き
ま
す
。 
〈
研
修
期
間
〉
４
月
７

日
㈫
〜
７
月
17 
日
㈮
（
全
24
日
間
）　

〈
対
象
〉 

介
護
の
仕
事
を
希
望
、も

し
く
は
予
定
し
て
い
て
、
全
て
の

研
修
に
出
席
で
き
る
人
〈
定
員
〉

19
人 

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉 

８
万

円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
。
補
講
な

ど
は
別
途
費
用
が
必
要
）　
〈
申
込
期

限
〉
３
日
27
日
㈮　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
社
会
福
祉
法
人
と

よ
さ
と
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事

務
局(

ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
内
）（
受
付

時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、祝
日
は
除
く
）
☎
35-

０
０

日
、
12
月
19
日
、
平
成
28
年
１
月
23
日
の
い

ず
れ
も
土
曜
日
（
全
８
回
）　

午
後
２
時
〜
同

４
時　
〈
場
所
〉
彦
根
城
博
物
館
（
金
亀
町
）

講
堂　
〈
定
員
〉
60
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
前
回
未
受
講
者
を
優
先
）　
〈
費
用
〉
５

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　
〈
そ
の
他
〉
申
し
込

み
は
１
人
１
通　
〈
申
込
期
限
〉
３
月
31
日

㈫
（
当
日
消
印
有
効
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
彦
根
城
博
物
館
学
芸
史
料
課
（
〒
５
２
２

-

０
０
６
１　

金
亀
町
１-

１
）☎
22-

６
１
０
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番　

※
往
復
は

が
き
往
信
の
裏
面
に
、
①
「『
古
文
書
の
み

か
た
』
受
講
希
望
」
②
住
所
③
氏
名
④
電
話

番
号
を
、
返
信
の
表
面
に
も
①
住
所
②
氏
名

を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

０
８
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

stepup21.or.jp/　

※
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会 

事
前
説
明
会

〈
内
容
〉
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

た
ち
に
点
字
や
声
で
情
報
を
伝
え

る
点
訳
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
※
説
明

会
の
参
加
が
講
習
会
受
講
の
決
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

〈
日
時
〉
４

月
15
日
㈬
、
16
日
㈭
（
い
ず
れ
も
午

後
１
時
40
分
か
ら
。
ど
ち
ら
か
に
参
加

く
だ
さ
い
）〈
場
所
〉

視
覚
障
害

者
セ
ン
タ
ー
（
松
原
一
丁
目
）
※
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
の
で
、
自
家

用
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。〈
対
象
〉 

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
の
受
講
を
希

望
す
る
人
、
点
訳
・
音
訳
に
関
心

が
あ
る
人　
〈
費
用
〉 

無
料　
〈
申

込
期
限
〉
４
日
９
日
㈭　
〈
そ
の

他
〉
講
習
開
講
日
▼
点
訳
（
５
月
14

日
㈭
〜
平
成
28
年
３
月　

月
２
回　

木

曜
日
開
催
）
▼
音
訳
（
５
月
13
日
㈬
〜

平
成
28
年
３
月　

月
２
回　

水
曜
日
開

催
）　

各
定
員
15
人　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
県
立
視
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー
（
担
当
・
伊
東
さ
ん
、
磯
崎

さ
ん
、
脇
野
さ
ん
）
☎
22-

７
９
０

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

７
８
９
０
番　

Ｅ
メ
ー
ルshice2@

sm
ile.ocn.

ne.jp　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
も
し

く
は
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
参
加
日

を
連
絡
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場

合
は
件
名
に
「
説
明
会
参
加
」
と

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

彦
根
城
博
物
館

支
援
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉
彦
根
城
博
物
館
の
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
触
れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒
に
博

物
館
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。　
〈
活
動
内
容
〉
①
教
育
普

及
事
業　

小
学
生
を
対
象
に
し
た

体
験
教
室
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
・
指
導
補
助
）　

②

催
し
物
事
業　

能
・
狂
言
公
演
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
（
チ
ラ
シ
送
付
準
備
、

受
付
、
会
場
案
内
、
会
場
整
理
、
駐
車

場
整
理
な
ど
）　

③
調
査
研
究
事
業　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
当

館
所
蔵
の
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
な
ど
の

解
読
）　

※
③
は
、
当
館
開
催
教
室

「
古
文
書
の
み
か
た
」を
受
講
し
た

大学生による環境活動報告
滋賀県立大学の学生が、「環境」に関す

る問題や課題について、それぞれの研究結
果などを発表します。

アイデアあふれる学生と意見を交わし
て、ごみの減量や地球温暖化などについて
議論を深めましょう。
日時　3 月 21 日（土・祝）　11：00 〜
集合場所　鳥居本地区公民館（鳥居本町）

定員　20 人
費用　無料
申込・問い合わせ先　環境推進員（えこ

リーダー）事務局（ 生活環境課内）☎ 30-
6116、FAX27-0395

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠　3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜
　　　　　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
　※詳しくはお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 情報政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

貴社の広告
を掲載して
みませんか

自衛官等採用試験

申込・問い合わせ先　自衛隊滋賀地方協力本部彦根地域事務所
（旭町）　☎・FAX26-0587

募集種目

自衛隊
一般幹部候補生

応募資格

平成28年4月１日
現在、22歳以上
26歳未満の人

試験日

1次試験　
5月16日㈯
または17日㈰
2次試験　
6月中旬

申込期限

5月1日㈮

▶
子
ど
も
た
ち
に
指
導
す
る
ス
タ
ッ
フ
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こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
に
、
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
尊
い

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。　

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
手
入
れ
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
４
年
目

を
迎
え
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
、
し
っ

か
り
作
動
す
る
よ
う

に
日
頃
か
ら
手
入
れ

を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
を
検
知
す
る

セ
ン
サ
ー
に
ほ
こ
り

な
ど
が
付
着
す
る
と
、

火
災
を
感
知
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
乾
い

た
布
で
拭
く
だ
け
で

は
汚
れ
が
落
ち
な
い

春
の
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
〜
同
７
日
）

「
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
」

の
で
、
布
に
石
鹸
水
を
よ
く
浸
し
、

よ
く
絞
っ
て
か
ら
汚
れ
を
拭
き

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
り
替
え
時
期

設
置
後
10
年
を
目
安
に
交
換
を

お
勧
め
し
ま
す
。
機
種
に
よ
っ
て

は
電
池
が
切
れ
そ
う
に
な
る
と
音

や
光
で
知
ら
せ
る
機
種
も
あ
り
ま

す
。
故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら
取

扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
中
火
災
・
救
助
・

救
急
事
案
の
発
生
状
況

彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内

（
彦
根
市
と
犬
上
郡
）で
発
生
し
た
火

災
・
救
助
・
救
急
事
故
状
況
を
統

計
に
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
火
災
概
要

平
成
26
年
中
に
発
生
し
た
火
災

は
59
件
で
、
前
年
と
比
べ
８
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

火
災
の
種
別
ご
と
の
内
訳
は
、「
建

物
火
災
」
が
35
件
、「
車
両
火
災
」

が
２
件
、「
林
野
火
災
」
が
１
件
、

「
そ
の
他
の
火
災
」が
21
件
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
構
成
比
に
つ
い
て

み
る
と
、
建
物
火
災
が
59
％
、
車

両
火
災
が
３
％
、
林
野
火
災
が

２
％
、
そ
の
他
の
火
災
が
36
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
、
第
１
位
が
「
放

火
」、
第
２
位
が
「
た
ば
こ
」、
第

３
位
が
「
た
き
火
」
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

例
年
、
放
火
と
火
の
不
始
末
が

表1　火災　　　　

平成26年

出火件数

　建物火災

　車両火災　

　林野火災　　

　その他

出火原因

第１位　　　放火

第２位　　たばこ

第３位　　たき火

死者

負傷者

59

35

2

1

21

 

2  

9 

同25年

67 

22

3

0  

42 

　

　たき火

　　放火

　たばこ

2 

10 

表２　救助

平成26年

出場件数

交通事故

機械事故

水難事故

建物事故

火災　

その他

活動件数

救助人員

49 

27

4

2

2

2

12 

20 

23

5,387

3,568

741

675

77

56

38

22

15

195

4,932

5,054

表３　救急

平成26年

出場件数

急病　

一般負傷

交通事故

自損行為

労働事故

運動競技

加害

火災

その他

搬送件数

搬送人員

同25年

49 

26

0

7 

　5

2  

9

26 

27 

同25年

5,373 

3,572

686

691 

　85

54  

37

21

8

219

4,972 

5,115 

火
災
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
治
会
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
協
力
体
制
を
構
築
し
、

放
火
さ
れ
に
く
い
地
域
環
境
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

●
救
助
・
救
急
概
要

平
成
26
年
中
の
救
助
出
場
件
数

は
49
件
で
、
前
年
と
同
じ
件
数
で

し
た
（
表
２
）。
救
助
出
場
の
内
訳

は
、「
交
通
事
故
」
27
件
、
次
い
で

「
そ
の
他
の
事
故
」
12
件
、「
機
械
事

故
」
４
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
５
、
３
８
７

件
で
、
前
年
に
比
べ
14
件
増
加
し

ま
し
た
（
表
３
）。
こ
れ
は
１
日
あ

た
り
約
15
件
出
場
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
救
急
車
に
よ
り
搬
送
さ

れ
た
人
は
５
、
０
５
４
人
と
前
年

に
比
べ
61
人
減
少
し
ま
し
た
。

▶
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
彦
根
防
火
保
安
協
会
会
長
賞
を
受

賞
し
た
東
出
修
弥
さ
ん(

鳥
居
本
小
６
年
）
の
作
品
を
基
に
作
ら
れ

た
春
の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

今
回
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、「
地
域
医
療
連
携
に

関
す
る
こ
と
」
や
「
当
院
の
良
い

点
・
悪
い
点
」「
当
院
の
特
徴
や
、

救
急
医
療
に
関
す
る
こ
と
」、さ
ら

に
「
自
身
が
考
え
る
医
療
や
人
生

の
最
後
に
関
す
る
こ
と
」
を
柱
に

19
の
調
査
項
目
を
設
定
し
、
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

優
先
的
に
共
有
し
た
い
と
考
え
た

７
項
目
に
つ
い
て
の
結
果
を
抜
粋

し
、
２
月
１
日
号
か
ら
３
回
に
わ

た
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。

当
院
で
は
、
職
員
が
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
共
有
し
た
こ
と
で
、

日
々
の
業
務
で
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
課
題
に
気
づ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
ど
の
よ
う
な
病
院
で
あ

れ
ば
安
心
い
た
だ
け
る
か
」を
、市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
「
医

師
不
足
」「
看
護
師
不
足
」
な
ど
に

よ
り
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
病
院
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

こ
の
地
な
ら
で
は
の
当
院
の
あ
る

べ
き
将
来
像
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

※
調
査
の
全
容
は
、
３
月
中
旬
頃

に
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
地
域

医
療
連
携
室
☎
22-

６
０
５
０

番　

内
線
１
２
５
６
番　

市
立
病
院
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を
さ
ぐ
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果 

③（
最
終
回
）

最
終
回
の
今
回
は
、「
市
立
病
院
の
特
徴
や
救
急
医
療
体
制
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

湖東医療圏の彦根市立病院の救
急医療体制については「重い症状の
救急患者や、地域の診療所からの紹
介による救急患者さんの受け入れ
を行っている」が 50.5％と最も多
く、次いで、2 次救急病院としての
機能についてが 36.3％でした。

救急車の受け入れ率が高いこと
はほとんど知られていません。また、

「どれも知らない」は約 3 割でした。

■市立病院の特徴として知っていること（複数回答可）

市立病院の特徴については「どれも知らない」が 44.9％と最も多くなって
います。知っている特徴は、円滑な転院のための連携に関する項目で 29.6％
と最も多くなっていますが、いずれも 3 割を下回っています。

■市立病院救急医療体制について知っていること（複数回答可）

0 10 20 30 40 50 ％

湖東医療圏（彦根市・愛知郡・犬上郡）の病床機能
の分化に基づき、市立病院は急性期病院である

無回答

急性期病院の急性期とは、病気を発症し、急激に
健康が失われ不健康になった状態である

市立病院で急性期の治療を終えた後は、必要に応
じて、回復・療養期などの医療を提供する病院を
紹介し、円滑な転院のために連携をとっている

市立病院で急性期の治療を終えた後は、必要に
応じて、介護福祉サービスなどを紹介し、円滑
な在宅での療養ができるよう連携をとっている

どれも知らない

0 10 20 30 40 50 60 ％

「かかりつけ医」や「休日急病診療所」で、高度
な検査や入院治療と判断された場合に受診する
「2次救急病院」として機能している

無回答

平成25年度の救急車の受け入れ率は、99.2％
である

重い症状の救急患者や、地域の診療所からの紹介
による救急患者の受け入れを行っている

どれも知らない
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

高 宮 駅
コミュニティセンター
（ 高 宮 町 ）

み ね し ま よ し え
「 羊 物 語 」

3月1日㈰～4月28日㈫
8：30～17：30

今年の干支（えと）である羊の絵や、粘土細工などを展示
します。
峯島さん☎090-1893-0804

チェンバロコンサート 3月15日㈰
13：30～14：30

独特で柔らかい音を奏でる鍵盤楽器のチェンバロ。奏者・
小林祐香さんの演奏で優雅な時間を楽しみませんか。
峯島さん☎090-1893-0804

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

3月10日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870
若年性認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを
共有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870

豊郷病院公開セミナー
「知っていますか？
認 知 症 の こ と 」

3月28日㈯
14：00～15：30

豊 郷 病 院
（ 豊 郷 町 八 目 ）
内科外来待合いスペース

同院認知症専門の医師がわかりやすく説明します。
講師：成田実さん（認知症疾患医療センター長）
豊郷病院地域連携室☎0749-35-3001（代表）
FAX0749-35-2159

街 中 サ ロ ン 3月11日㈬、同28日㈯
10：00～14：30

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちし
ています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

ひ こ ね で 朝 市 3月15日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

福 祉 の 職 場
総 合 就 職 フ ェ ア

3月10日㈫
11：30～16：00

大津プリンスホテル
（大津市におの浜４丁目）

県内の福祉施設の求人情報が集まります。福祉の職場で
働く先輩職員のセミナーなどがあります。
社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会介護・福祉人材センター
☎077-567-3925、FAX077-567-3928

3月14日㈯
14：00～、15：00～

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

いなえ少年少女合唱団による演奏会を親子で楽しんでいただ
きます。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

ファミリーコンサート

たのしい
「にんぎょうげき」

3月14日㈯
14：00～15：00

ふ れ あ い の 館
（　八　坂　町　）
☎・FAX25-4452

パネルシアターや紙芝居、手遊び、人形劇を楽しみます。
対象：幼児～小学生（幼児は保護者同伴）

3月27日㈮、同28日㈯
10：30～11：10

連続講座
わらべうたで遊ぼう！

わらべうたで遊びます。
対象：３～6歳児とその保護者　講師：北川有子さん
定員：20組（先着順）
申込：電話か市立図書館の窓口で申し込んでください。
（受付は３月5日㈭10：00～）

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

湖東定住自立圏
図書館共同開催イベント

村上康成・絵本トーク
＆ライブ「絵本の力～
自然の歌をききながら」

3月15日㈰
14：00～15：30

絵本との出会いの素晴らしさを、子どもから大人まで楽
しめる内容で紹介します。
対象：小学生以上     講師：村上康成さん（絵本作家）
定員：50人（先着順）
申込：電話か市立図書館の窓口で申し込んでください。
　　　（受付は３月3日㈫10：00～）
市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

ひこね市文化プラザ
第 2 研 修 室
（ 野 瀬 町 ）

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

3月17日㈫
13：30～16：00

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

元気21歩こう会 3月21日（土・祝）
13：30～15：30

集 合 場 所 ：
龍 潭 寺 前 駐 車 場
（ 古 沢 町 ）

原町、小野町のコースを歩きます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

福祉用具展示相談会
i n ひ こ ね

3月21日（土・祝）
10：00～16：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
セ ン タ ー プ ラ ザ
（ 竹 ケ 鼻 町 ）

靴、シルバーカー、歩行車、つえ、電動カートなど外出
に必要な福祉用具を展示します。会場では理学療法士や
作業療法士、用具メーカーの担当者と話ができます。靴
選びなどのミニ講座などもあります。
滋賀県社会福祉協議会福祉用具センター
☎077-567-3907、FAX077-567-3967

おうみ狂言図鑑は、滋賀県を題材にした新作狂
言です。狂言と近江文化の融合を存分にお楽しみ
ください。

日時　3 月 15 日㈰ 14：00（開場 13：30）

場所　みずほ文化センター（田原町）多目的ホール
出演　茂山千五郎、茂山あきら、茂山正邦、茂山茂、
　茂山逸平、茂山童司ほか
公演演目　文

ふみ

荷
にない

（古典）、貰
もらい

聟
むこ

（古典）、M
む 　 か 　 で

UKADE（新作）

入場料　一般 2,000 円、18 歳以下 1,000 円（全席指定）

販売所　みずほ文化センター、平和堂アルプラザ彦根く
　らしのサービスセンター、ビバシティ彦根くらしの　
　サービスセンター、ひこね市文化プラザほか
問い合わせ先　みずほ文化センター☎ 43-8111、　　
　FAX43-8112

お う み
狂 言
図 鑑2015

春公演

ブラジルの日本語学校で、日本人にポルトガル
語を教えていた頃の話です。ある日、1 人の日本
人生徒が、知り合いの日本人（A さん）についてこ
んな会話をしました。

生徒「あのね、Ａさんは最近ブラジルのドラマを
見ているらしいよ！」

ナターリャ「へえ！じゃあ、Ａさんはポルトガル
語がすごく上手になったね！」

生徒「…ナターリャさんは結構空気を読めるよね。」
ナターリャ「どういうこと？」
生徒「Ａさんはブラジルのドラマを見ているって

ブラジル人の友達に言ったら、皆『やっぱりブ
ラジルのドラマって面白いですね！』みたいな
反応しかなかったの。だけど、ナターリャさん
はＡさんのポルトガル語能力に気づいたんだ！」

その言葉に私は戸惑いました。日本人生徒と話
したブラジル人の友達は、本当に空気が読めない
人ばかりだったのでしょうか。それとも、生徒がど
ういう意図で A さんの話をしたのかが分かりにく
かったために、その話を聞いた人がさまざまな反

応を返してきたのではないでしょうか。当時、私
は教師としてポルトガル語が話せる日本人の言語
能力に興味がありました。私も生徒の意図を理解
して話したのではなく、自分自身が話したかった
ことを話していたのです。当時を振り返ってみる
と、私も生徒が想像していた空気を読める人間で
はないかもしれません。

ところで、ブラジルと日本のコミュニケーショ
ンの仕方は異なっています。日本でよく言われる

「1 を聞いて 10 を知る」という考え方は、ブラジ
ル人にとって信じられないと思います。

ブラジルでは「他の人には自分が思っているこ
とを分かるはずがないので、考えていることは
しっかり言いましょう」という考え方で、幼い頃
から自分の思いをうまく伝えるために訓練します。
日本ではストレートな言い方よりも、曖昧な言い
方をした方が相手の気持ちを大事にしている印象
を持たれるかもしれませんが、ブラジルで曖昧な
言い方をすると相手を信頼していない印象を与え
る可能性があります。

相手の話に耳を傾けて、自分の思いを丁寧に伝
えながら良好なコミュニケーションをとるのに苦
労するのは、日本人でも外国人でも一緒だと思い
ます。しかし、外国人と日本人の間ではコミュニ
ケーションに関する基本的な考え方が異なるので、
誤解を生みやすくなる場合があります。そのとき
に、言い方を変えたり、さまざまな解釈について
考えたりするのが大事なのではないかと思います。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第9回  「空気を読める」って？

ナターリャ
の部屋
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第223回

江
戸
時
代
は
、
参
勤
交
代
が
制
度
化
さ

れ
、全
国
の
藩
主
・
藩
士
が
江
戸
と
国
元
と

を
定
期
的
に
往
復
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時

代
で
す
。
こ
う
し
た
道
中
に
は
不
確
定
要

素
が
つ
き
も

の
で
、
予
定

通
り
に
進
め

な
い
こ
と
も

少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今

回
は
、
幕
末

の
彦
根
藩
家

老
、
木き

俣ま
た

守も
り

盟ち
か

が
残
し
た

「
東と

う

行こ
う

日
記
」

（
写
真　

木き

俣ま
た

清せ
い

左ざ

衛え

門も
ん

家け

文も
ん

書じ
ょ

）
と
い

う
記
録
か
ら
、

江
戸
へ
向
か

う
道
中
の
様

子
を
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、

宿
場
の
後
ろ

に
書
き
加
え

た
数
字
は
、
江
戸
か
ら
い
く
つ
目
の
宿
場

か
を
表
す
も
の
で
す
。

元げ
ん

治じ

２
年
（
改
元
し
て
慶
応
元
年
、
１
８
６

５
）、
井
伊
家
14
代
直な

お

憲の
り

は
、
日
光
で
行
わ

れ
る
徳
川
家
康
の
二
百
五
十
回
忌
法ほ

う

会え

に

将
軍
の
名

み
ょ
う

代だ
い

と
し
て
お
も
む
く
た
め
、
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

江
戸
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

木
俣
も
直
憲
に
付
き
従
っ
て
江
戸
に
向
か

い
ま
す
。
同
年
３
月
11
日
に
、
彦
根
を
出

発
し
た
直
憲
や
木
俣
ら
の
一
行
は
、
中
山

道
・
美み

濃の

路じ

を
通
っ
て
、
宮
宿
（
41 

愛
知

県
名
古
屋
市
）
か
ら
東
海
道
に
入
っ
て
い
ま

す
。
通
常
、
彦
根
か
ら
江
戸
ま
で
は
10
泊

11
日
前
後
で
着
き
ま
す
が
、
こ
の
時
は
何

日
か
か
っ
た
の
か
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
行
は
、
同
15
日
に
は
吉
田
宿
（
34 

愛

知
県
豊
橋
市
）
に
到
着
し
、
順
調
に
歩
み
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問

題
が
発
生
し
ま
す
。
翌
日
は
浜
松
宿
（
29 

静
岡
県
浜
松
市
）
に
泊
ま
る
予
定
で
し
た
が
、

大
井
川
が
増
水
し
て
渡
れ
な
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
手
前
で
足
止
め
さ
れ
て
い
る
大

名
が
数
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
一
行

は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
吉
田
に
留
ま

ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
井
川
は
、

島
田
宿
（
23 

静
岡
県
島
田
市
）
と
金か

な

谷や

宿
（
24 

同
市
）
と
の
間
に
あ
っ
た
川
で
、江
戸
時
代

に
は
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
悪
天
候

時
に
は
渡
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
直
憲
ら
が
浜
松
に
入
っ
た
の
は
１
日

遅
れ
た
同
17
日
で
、
翌
日
も
浜
松
に
逗と

う

留
り
ゅ
う

（
一
定
期
間
と
ど
ま
る
こ
と
）
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
大
井
川
を
越
え
た
の
は
同
20
日
の
こ

と
で
し
た
。
さ
ら
に
、同
22
日
、今
度
は
富

士
川
が
増
水
し
て
渡
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、

も
と
も
と
前
日
に
泊
ま
る
予
定
だ
っ
た
蒲か

ん

原ば
ら

宿
（
15 

静
岡
県
静
岡
市
）
に
泊
ま
り
ま
し

た
。
翌
日
も
蒲
原
に
逗
留
し
、
同
24
日
に

富
士
川
を
越
え
て
い
ま
す
。
増
水
し
た
河

川
を
前
に
、
思
う
よ
う
に
進
め
な
か
っ
た

の
で
す
。

や
む
を
え
な
い
理
由
と
は
い
え
、
生
じ

た
遅
れ
は
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

大
井
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
一
行
が
下
し

た
判
断
は
、「
御
休
泊
は
相
替
り
申
さ
ず
」、

つ
ま
り
宿
泊
地
・
休
息
地
は
変
え
な
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。
宿
泊
す
る
所
に
は
事

前
に
連
絡
を
入
れ
て
お
り
、
宿
場
側
が
井

伊
家
到
来
に
備
え
て
準
備
を
進
め
て
い
た

こ
と
が
、
こ
の
判
断
を
下
し
た
一
つ
の
理

由
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
参
勤
交
代
を
重

ね
る
う
ち
に
、
宿
泊
地
は
あ
る
程
度
定

ま
っ
て
い
た
た
め
、
宿
泊
予
定
を
取
り
消

す
こ
と
や
、
別
の
宿
場
に
泊
ま
る
こ
と
は

か
え
っ
て
煩
雑
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
一
行
は
小
田
原
宿
（
９ 

神
奈

川
県
小
田
原
市
）
で
２
泊
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
丸
１
日
小
田
原
に
い
た
同
26
日
の

天
気
は
「
晴
」
で
、
天
候
が
原
因
で
遅
れ

た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
理
由
は

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
先
を
急
ぐ
こ
と

よ
り
も
優
先
す
べ
き
事
情
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

直
憲
が
江
戸
に
到
着
し
た
の
は
同
29
日

で
、
彦
根
を
発
っ
て
か
ら
19
日
目
の
こ
と

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
参
勤
交
代
の
行

程
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
る
面

が
あ
っ
た
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

松
浦
智
博
）

参
勤
道
中
の
実
像
　
〜
先
を
急
が
な
い
大
名
〜 

彦
根
城
博
物
館
は
臨
時
休
館
中
で
す
。

▶
東
行
日
記

3月の休館日　2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

チ
　
　
　
ケ
　
　
　
ッ
　
　
　
ト
　
　
　
発
　
　
　
売
　
　
　
情
　
　
　
報

指定
指定

3月8日 ㈰ 14：00　グランドホール　
デュークエイセス結成 60周年記念　
デュークエイセスといっしょに！

1 部はデュークエイセスが彦根市内の合唱団・
ひこね第九オーケストラと共演
2 部は結成60 周年デュークエイセス「感謝・還暦コンサート」

【発売中】一般3,500円　  友の会・障害者・高齢者・還暦パス（59～60歳）
3,150円　大学生以下1,750円　※未就学児入場不可

3月15日㈰  14：00　エコーホール
音楽の絵本  ～エレガンス～

【発売中】 一般1,800円　 親子セット券3,200円　障害者1,620円 
　友の会1,620円　 友の会・障害者親子セット券 2,880円
　　　　　　　　　※3歳以上有料、2歳以下1人まで膝上鑑賞無料。

2歳以下でも席が必要な場合は有料。

指定

3月 7日㈯14:00　メッセホール
ひこね市民大学講座（芸術学部）
遠藤慎也「特殊メイクと立体造形」

自由
【発売中】　 一般 1,000円　友の会・障害者・高齢者 900円　 

高校生・大学生・専門学校生 700円  小・中学生 無料
※未就学児入場不可

傷メイクやターミネイトメイク、特殊メイクの実演もあります。

関連企画　遠藤慎也「造形の世界」展　　
メッセホール棟1階展示ロビーで開催中（３月７日㈯まで）

自由 【発売中】  一般300 円　
                 友の会・高校生・大学生・専門学生・障害者・高齢者270円
                小・中学生は無料　　　 ※未就学児入場不可

6月30日㈫ 昼公演14：00、夜公演18：00　グランドホール
宝塚歌劇星組全国ツアー公演
ミュージカル・ロマン「大海賊」‒復讐のカリブ海‒ 作・演出：中村暁
ロマンチック・レビュー「Amourそれは…」作・演出：岡田敬二

北翔海莉（ほくしょう　かいり） 妃海風（ひなみ　ふう）

Ⓒ宝塚歌劇団 ※写真は公演内容とは異なります

4月4日㈯ 14：00　エコーホール
エコーメモリアル・チェンバー・オーケストラ【共催事業】
「名曲の花束2015」彦根公演

【発売中】 一般 3,000円　大学生以下1,500円　
　　　　友の会・障害者・高齢者  2,700円                  　

※当日券の場合、それぞれ500 円増
※未就学児入場不可

自由

4月12日㈰ 14：00　エコーホール
オペラ物知り講座 in ひこねvol.8【協力事業】
大阪音楽大学出張講座「メリー・ウィドウ」

【発売中】
一　般　前売 2,000円　当日 2,500円　
友の会　前売 1,800円　当日 2,300円　
　　　　※ペアチケットは完売しました。

自由

【発売中】　一般 1・2階 S席 7,300円　2階 A席 5,500円
友の会・高校生・大学生・専門学校生・障害者・高齢者

1・2階 S席 6,570円　2階 A席 ４,９５０円 
※未就学児入場不可  

◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、還暦パス、障害者は
証明できるものを提示してください。

3月14日㈯14：00　エコーホール
ひこね市民大学講座（彦根学部）「井伊直弼と徳川斉昭」
講師：母利美和（京都女子大学文学部教授）

なお　すけ なり   　   あき

も　り よしかず

4月26日㈰ 14：00　エコーホール
髙木充江　ソプラノリサイタル【協力事業】
ひとつの花が咲くように…そして今「枕草子」

ソプラノ：髙木充江
ピアノ：今堀智子
ソプラノ：山本哲子　
チェロ：辻寛子　フルート：中川真由美　
合唱：コールほなみ
【発売中】
一　般　3,000円　
ペア券　5,000円　

自由

7月18日㈯ 昼の部12：30  夜の部16：30　グランドホール
松竹大歌舞伎
◆演目　
河竹黙阿弥作　『天衣粉上野初花　河内山』ほか

【一般発売 4月 18日㈯】一等席 7,000円　
二等席 5,000円　三等席 3,000円
【友の会発売4月 11日㈯】一等席 6,500円　
二等席 4,500円　三等席 2,500円
【出演】中村橋之助ほか

                                                   ※未就学児入場不可

5月31日㈰　14:00　メッセホール
松竹大歌舞伎プレセミナー
7月18日㈯開催の「松竹大歌舞伎」公演に先駆け
歌舞伎の基礎知識や上演演目の見どころなどを
わかりやすく解説します。

【一般・友の会発売3月22日㈰】
  一般500円　友の会300円
【出演】葛西聖司（アナウンサー・古典芸能解説）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※未就学児入場不可

指定

自由

くもにまごう　うえ の　はつ はな こう ち  やま
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市
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

資
源
回
収
に
は
、
自
治
会
な
ど

で
実
施
す
る
集
団
回
収
と
、
自

治
会
か
ら
依
頼
を
受
け
て
行
う

行
政
回
収
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
資
源
回
収
で
ど
ん

な
も
の
を
回
収
し
て
何
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

資
源
回
収
し
て
い
る
も
の

段
ボ
ー
ル
・
新
聞
・
雑
誌
・

紙
パ
ッ
ク
・
繊
維
類

具
体
的
な
出
し
方

古
紙
類
は
適
当
な
大
き
さ
に

し
て
、
ヒ
モ
で
縛
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
は
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
な

ど
は
付
属
の
金
具
を
取
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

お
菓
子
の
紙
箱
や
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
も
雑
誌
と
一

緒
に
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
広
告
紙
は
新
聞
と

一
緒
に
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
新
聞
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
純

度
を
考
え
る
と
、
雑
誌
な
ど
に

挟
ん
で
出
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

衣
類
は
海
外
な
ど
で
古
着
と

し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
原
則
は
着
る
こ
と
の
で

き
る
衣
類
に
限
り
ま
す
。
透
明
、

半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
布
団
な
ど
の
寝
具

類
や
ぬ
い
ぐ
る
み
、
濡
れ
て
い

る
も
の
や
汚
れ
て
い
る
も
の
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

回
収
後
ど
う
な
る
の
？

段
ボ
ー
ル
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

回
収
す
る
段
階
で
分
別
が

し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

完
成
後
の
商
品
に
ム
ラ
が
発
生

し
て
商
品
と
し
て
価
値
が
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
分
別

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
回
収
を
希
望
す
る
自
治

会
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７

３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７

８
７
番　

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
27
回　
　

資
源
回
収
っ
て
な
に
？

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）

の
具
体
的
な
取
り
組
み

場
所　

安
食
中
町
３
８
０
番
地

（
彦
根
総
合
地
方
卸
売
市
場
敷
地
内
）

給
食
供
給
対
象
校　

▼
彦
根
市　

東
中
学
校
、
西
中
学

校
、
中
央
中
学
校
、
南
中
学
校
、

彦
根
中
学
校
、
鳥
居
本
中
学
校
、

稲
枝
中
学
校

▼
豊
郷
町　

豊
日
中
学
校

▼
甲
良
町　

甲
良
東
小
学
校
、
甲

良
西
小
学
校
、
甲
良
中
学
校

学
校
給
食
の
運
営

▼
給
食
費･･

４
万
７
、３
０
０
円

（
年
間
）(

４
、
３
０
０
円
ず
つ
11
回

に
分
け
て
支
払
い
）

▼
米
飯
は
１
週
間
に
４
回(

残
り

の
１
回
は
、
パ
ン
も
し
く
は
麺)

▼
地
元
で
採
れ
た
食
材
の
導
入

▼
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
整
備

▼
給
食
の
調
理
、
配
送
、
配
膳
業

務
は
、民
間
事
業
者
に
委
託
（
給

食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
は
彦
根
市
）

彦
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

４
月
か
ら
、
市
内
７
中
学
校
な
ど
で
給
食
開
始

心
身
と
も
に
発
達
段
階
を
迎

え
る
中
学
生
に
と
っ
て
、
栄
養

化
の
高
い
食
事
を
摂
る
こ
と
は

大
切
で
す
。

学
校
で
は
食
事
、
運
動
、
睡

眠
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
事

の
量
や
質
の
偏
り
が
生
活
習
慣

病
な
ど
の
要
因
に
な
る
こ
と
も

学
習
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
学
校
給
食
は
食
育
の

場
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
導
入
で
、
生
徒
が

食
事
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
や

判
断
力
を
養
い
、
将
来
、
食
に

高
い
意
識
を
持
っ
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
保
健
体
育
課
☎
24-

７
９

７
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
の
購
入
は
、店

の
様
子
や
商
品
の
状
態
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。ま

た
、注
文
か
ら
商
品
が
届
く
ま
で
に
日
数
が
か
か

り
ま
す
。
商
品
代
金
を
支
払
っ
た
後
に
、商
品
が

届
か
な
い
こ
と
や
、届
い
た
商
品
が
注
文
し
た
商

品
と
違
っ
た
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。サ
イ
ト
運
営
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
と
、

返
金
や
返
品
交
渉
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、被
害
の

回
復
は
非
常
に
困
難
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、正
確
な
サ

イ
ト
運
営
者
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。（
連
絡
先
が

Ｅ
メ
ー
ル
し
か
用
意
さ
れ
て
い
な
い
サ
イ
ト
は
危
険
で

す
！
）次

に
、販
売
価
格
が
極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い

る
場
合
、
お
買
い
得
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
慎

重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、サ
イ

ト
内
の
日
本
語
の
表
現
が
不
自
然
な
場
合
も
注

意
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、「
送
料
無
料
！
３
日

か
４
日
届
け
ま
す
！
」と
い
っ
た
文
章
が
見
ら
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
に
限
ら
れ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ず
、振
込
先
が

「
サ
イ
ト
の
運
営
者
氏
名
と
銀
行
口
座
名
義
人
と

が
異
な
る
場
合
」
や
「
屋
号
を
含
ま
な
い
個
人
名

の
口
座
」
で
あ
る
場
合
は
、前
払
い
で
の
購
入
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
送
料
の
有
無
や
配
送
方
法
、
返
品
条

件
の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
不

明
な
場
合
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
商
品
が
届
い
た
ら
、
す
ぐ
に
中
身
を

チ
ェ
ッ
ク
、注
文
品
と

違
っ
て
い
た
り
、壊
れ

て
い
た
場
合
は
、す
ぐ

に
サ
イ
ト
へ
連
絡
を

し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
や
わ
か

ら
な
い
時
は
、消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４

４
番
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15

分
）

第7
4回

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
購
入
は
慎
重
に　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

欲
し
い
バ
ッ
グ
が
あ
り
、
商
品
名
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
、
見
つ
け
た
サ
イ
ト
に
注
文
し
た
。

翌
日
、「
代
金
が
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
確
認
後
、
商
品
の
発
送
を
す
る
」
と
メ
ー
ル
が

届
い
た
の
で
、
指
定
さ
れ
た
個
人
名
義
の
口
座
に
代
金
を
振
り
込
ん
だ
。
10
日
を
過
ぎ
て
も
商

品
が
届
か
な
い
の
で
、
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
た
が
返
信
も
な
い
。
連
絡
先
の
住
所
や
電
話
番

号
も
わ
か
ら
な
い
。

▲1 日に約 5,000 食の給食を
調理します。調理の効率を高
めるために、最新の設備を導
入しています（写真左下はス
チームオーブン）。

▶徹底した衛生管理のもとで
調理を行います（写真左は調
理室入口にあるエアシャワー）。
2 階から調理の様子を見学
できます。

▲アレルギー対応食を調理する専任の調理員を配
置します。アレルギー食材を取り除いた調理を基
本として、場合によっては代替食を提供します。
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

本
田
絆り

心あ
ん

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

平
尾
和か

ず

葉は

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

宮
部
な
の
は
ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

人工受精治療費助成の申請期限が迫っています
特定不妊治療（体外受精・顕微受精）、人工授精で健康保険などの医療保険が適応されない治療費の一部を助成します。

■特定不妊治療費の助成

対象（次の全てを満たす人）
▶治療中および申請時に市内に住所があり、法律上

の婚姻をしている夫婦
▶「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支援事業」の

助成を受けている人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　不妊治療に要した費用から、滋賀県の助成金
を差し引いた額を彦根市から助成します。特定不妊
治療（保険診療外）に対して、1 回の治療につき上限
5 万円（※下の助成額の治療方法のときは 2 万 5 千円）を、
1 年度目は 3 回、2 年度目以降は 2 回を限度に、通
算 10 回を超えない範囲で助成します。助成期間は
5 年間とし、他市町村で助成を受けていた期間も合
わせます。ただし、平成 26 年 4 月 1 日以降に新た
に申請し、初めて助成を受けて治療を開始する妻の
年齢が 40 歳未満の人は、年間助成回数と通算助成
期間の限度はなく、通年助成回数は 6 回までです。

　※助成額 2 万 5 千円に該当する治療方法
●以前に凍結した胚

はい

を解凍して胚移植を実施
●採卵したが卵が得られない、または状態のよい卵

が得られないため中止
申請期限　県の「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支

援事業」の決定日から 3 か月以内

■人工授精治療費の助成

対象（次の全てを満たす人）
▶治療日および申請時に市内に住所があり、法律上

の婚姻をしている夫婦
▶夫婦の前年所得の合計額が 730 万円未満である

人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　人工授精に要した自己負担の半額 ( 千円未満は
切り捨て ) を助成します。助成期間は通算 2 年間とし、
助成金額は通算 5 万円です。

申請期限　平成 26 年度におこなった治療分は、3 月
31 日㈫まで（ただし、３月中にも治療する場合は 4 月 30
日㈭まで）

不育症とは、妊娠はするけれども、２回以上の流産
や死産、または生後１週間以内の早期新生児死亡を繰
り返すことをいいます。
　不育症の約半数は、胎児の染色体異常により、２回
以上の流産をたまたま繰り返した偶発的な流産で、特
別な治療を受けなくても、次回の妊娠経過は良好な場
合が多く、安心して妊娠できる環境が何よりも大切で
す。
　しかし、残りの約半数には、不育症となる要因が認
められ、その要因に応じた治療が有効です。
　要因にもよりますが、不育症と診断された人（偶発
的な流産などを含む）の 80％以上は出産ができます。
　すでに子どもがいる場合でも、２人目、３人目が続
けて流産や死産を繰り返す場合は、不育症であり、検
査や治療の対象となります。
　その原因（リスク因子）がさまざまであるため、不育

症に気づいていない人、気づいても相談先や治療が
受けられる医療機関が分からない人が多いのが現状で
す。
　 健康推進課では、不育症の詳しい情報を彦根市
ホームページに掲載し、不育症の一般的な相談に、保
健師が応じています。
　より専門的、医学的な相談や不妊による心の悩みな
どは、専門家（医師・助産師）が相談に応じる次の相談
先をご利用ください。
▶滋賀県不妊専門相談センター（滋賀医科大学医学部付

属病院内）　

　電話相談　☎ 077-548-9083（専用電話）（月〜金
曜日の９：00 〜 16：00、祝日は除く）

　面接相談　専門医師が相談に応じます。電話・E メー
ルで予約をしてください。ホームページ http://www.
sumsog.jp/consulting-a-doctor/advice-for-sterility

申請と決定　 健康推進課に申請
してください。申請後、審査の
うえ決定します。詳しくは、彦
根市ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。

申請・問い合わせ先
　 健康推進課

　

発
達
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

に
対
し
て
、
入
学
後
に
気
を
つ
け

た
い
こ
と
や
集
団
生
活
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
話
し
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
㈰　

午
前
10
時

〜
同
11
時
30
分

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）

講
師　

少
し
ょ
う

徳と
く　

仁ひ
と
し

さ
ん
（
大
垣
女

子
短
期
大
学
教
授
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

３
月
２
日
㈪
〜
同
６

日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

発

達
支
援
室
☎
26-

８
２
８
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
※
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
記
入
）
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

日本国内の自殺者の数は、平成 24 年以降、3 万人
を下回り、同 26 年は 25,374 人（警察庁発表速報値）

となりました。しかし、依然として深刻な状態が続き、
彦根市でも毎年 20 人前後が自殺しています。

自殺は本人だけの問題ではありません。自殺は残さ
れた周りの人々にも大きな影響を与えます。「私には
関係ないから…」と思わず、あなたの周りにも自殺に
よって辛い思いをしている人がいることを知ってくだ
さい。
自殺は防ぐことができます

自殺は健康や暮らし、仕事の問題などさまざまな要
因が積み重なり、追い込まれた末の死です。
「いつもと様子が違う」「元気がない」など気になる

人がいるときは、まず声をかけてみましょう。たとえ
たくさんの要因が積み重なっていたとしても、悩みに
は必ず原因があり、その解決の糸口も必ずあるもので
す。もし「死にたい」と打ち明けられたら、まずは話
を聴いて受け止めてあげてください。

自殺を考えている人は、話を聴いてもらえただけで
気持ちが楽になることもあります。直接、手助けがで
きない場合には、悩みに応じた相談先があることを伝
えましょう。

あなたの身近にも、ひとりで悩みを抱えて思いつめ
ている人はいませんか？あなたの行動が、かけがえの
ない命を救うことができることを知ってください。
問い合わせ先　 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-

1767

3 月は自殺対策強化月間です　〜話してください　あなたの悩み〜

あなたの命を救いたい
「いのちと暮らしの相談ナビ」
http://lifelink-db.org/

さまざまな悩みを抱え、一
人で苦しみつづけ、生きる
道を見失いかけているあな
た、「いのちと暮らしの相談
ナビ」サイトに、アクセスし
てみてください。

携帯電話やスマートフォン、
パソコンから、24 時間いつでも、生きるための
支援策や窓口（彦根市の窓口も含みます）が簡単に検
索できます。

▲「いのちと暮らしの相談
ナビ」サイトのQRコード

発
達
支
援

研
修
会
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
2
8
号

（
平
成
2
7
年
3
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,5
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

本
巻
は
、『
新
修
彦
根
市
史
』（
全
12

巻
）
の
最
新
刊
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
が
終
了
し
て
か
ら
、
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
現
彦
根
市
域
の
歴
史
を
扱
っ

て
い
ま
す
。

体
裁　

Ａ
５
判
（
ケ
ー
ス
入
り
）、
上
製

本　

本
文
６
９
９
頁　

価
格　

５
、
０
０
０
円
（
税
込
）

販
売
場
所　

出
納
室
、
支
所
・
出
張

所
、

教
育
委
員
会
文
化
財
課
歴
史

民
俗
資
料
室
（
市
民
会
館
２
階
）
の
ほ

か
、
次
の
書
店
で
も
お
買
い
求
め
い

た
だ
け
ま
す
。

　

太
田
書
店
（
銀
座
町
）、北
川
書
店
（
高

宮
町
）、
天
晨
堂
本
部
（
長
曽
根
南
町
）、

ビ
バ
シ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
竹

ケ
鼻
町
）、藤
村
書
店
（
田
原
町
）、ブ
ッ

ク
プ
ラ
ザ
（
銀
座
町
）、堀
田
書
店
（
本

町
一
丁
目
）、宮
脇
書
店
（
尾
末
町
）、ヨ

シ
ダ
書
店
（
京
町
三
丁
目
）、
脇
阪
書

店
（
稲
部
町
）　　
〈
五
十
音
順
〉

■
彦
根
市
誕
生
以
降
の
歴
史
を

　
振
り
返
る
写
真
展

日
時　

３
月
４
日
㈬
〜
同
９
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
初

日
は
午
後
１
時
か
ら
。
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

場
所　

市
民
会
館
（
尾
末
町
）
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー

※
写
真
展
の
開
催
期
間
中
は
、
会
場
で

も
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

■
「
新
修
彦
根
市
史
』
の
既
刊
分
（
11
巻
）

『
彦
根　

明
治
の
古
地
図
』（
全
３
冊
）

も
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

通
史
編
・
史
料
編
は
各
巻
５
、
０
０

０
円
（
税
込
）、
景
観
編
は
３
、
０
０
０

円
（
税
込
）、
民
俗
編
お
よ
び
便
覧
・
年

表
は
各
巻
３
、
５
０
０
円
、
地
図
集
は

各
冊
２
、
０
０
０
円
（
税
込
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
歴
史
民
俗
資
料
室
☎
27-

３

５
４
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

３
５
５
４

番

『
新
修
彦
根
市
史
』（
第
４
巻
　
通
史
編
　
現
代
）

　
　
　
　
発
売
と
写
真
展
の
ご
案
内

人口と世帯数
　　　　　　平成27年2 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

  112,761 人  （+ 11）
　 55,659 人（+   5）

57,102 人（+   6）
45,462 世帯 （+ 59）

文
化
系
部
活
動
の
成
果
を
披
露

〜
ガ
ン
バ
ル
ひ
こ
ね
の
生
徒
た
ち
〜

2 月６〜８日、ひこね市文化プラザで、彦根
市美術展覧会中学生・高校生特別展「〜ガンバ
ルひこねの生徒たち〜」が開かれました。

市内の８中学校と７高校の美術、書道、写真、
華道、茶道、箏

そう

曲部などに所属する生徒たちが
日頃の部活動の成果を披露しました。

展示では、油絵や水彩画、写真など、迫力あ
る力作 241 点がずらりと並びました。

発表では、箏曲部員がテレビドラマの主題
歌などを演奏したり、茶道部員がお茶をふる
まったりして、来場者を日本の伝統文化でも
てなしました。

一
票
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
小
選
挙
区
）
で
の
彦
根
市
の
投
票
率

は
50
・
73
％
で
し
た
。
有
権
者
の
約

半
分
の
人
し
か
投
票
を
し
て
い
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
を
し
て
も
意
味
が
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、み
ん
な
が
そ
う
思
っ

て
い
て
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
、
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
そ
の

一
票
を
投
じ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

▲滋賀大生によ
る投票率向上を
訴えるポスター


